
11−はびきの　令和 7 年 （2025 年）3 月−

●開館時間10:00～ 18:00（中央は平日10:00～ 20:00　土日祝10:00～ 18:00）

〇中央　　　☎072-950-5501㈪休館　　〇丹比　　　☎072-937-2355㈮休館
〇陵南の森　☎072-952-2750㈮休館　　〇羽曳が丘　☎072-958-8653㈮休館〇東部　　　☎072-950-2002㈮休館　　　　　　　　☎072-957-5553
〇古市　　　☎072-958-0050㈪㈫休館　開館時間10:00 ～ 17:30
〇ブックステーションはびきのコロセアム　
　　　　　　☎072-937-7210　　㈫㈭㈯の13:30 ～ 16:30 開館
全館休館　毎月最終水曜（12月を除く・祝日の場合は翌日）

おはなし会（3 月） 今月の特集テーマ

中央図書館

 1 日㈯　15 日㈯ 11:00 ～ 一般 すきま時間に読書でコーヒーブレイク
児童 1 番・No.1 の本

 9 日㈰　23 日㈰ 14:00 ～ 特集1 世界遺産講座
特集2 装丁を楽しむ本

 15 日㈯ 15:00 ～ 特集3 谷川俊太郎の本

陵南の森図書館

 2 日㈰　9 日㈰　22 日㈯ 11:00 ～ 一般 ゲームは文化だ
 15 日㈯ 15:00 ～
 16 日㈰ （小さい子向け） 11:00 ～ 児童 パンダのほん
 16 日㈰ （少し長いお話を聞ける子向け） 11:30 ～

東部図書館  12 日㈬ 10:30 ～ 日本全国ご当地ものがたり
羽曳が丘図書館  8 日㈯　22 日㈯ 11:00 ～ 田舎っていいな

古市図書館 定例のおはなし会はありません 一般 いろんな名所、ございます。
児童 ぽかぽか「はる」がやってきた♪

丹比図書館  22 日㈯ 10:30 ～ あたらしい発見の旅

春休み！おはなし大会『おはなしで世界旅行』
3 月 29 日㈯  中央図書館1階
第 1 回　13:30 ～（小さい子向け）
　　　　「あなのはなし」ほか
第 2 回　14:00 ～（小学校低・中学年向け）
　　　　「わたしがテピンギー」ほか
第 3 回　14:40 ～（小学校高学年～大人向け）
　　　　「海の水はなぜからい」ほか
おはなし 羽曳野市子ども文庫連絡会・おはなしの森

の皆さん
申し込みは不要です。直接会場へお越しください。

おはなし会ボランティア入門講座（全 4 回）
日時　6 月 4 日・11日・18 日・7月 2 日㈬

10:15 ～12:00
場所　中央図書館 多目的室
講師　羽曳野市子ども文庫連絡会・おはなしの

森の皆さん
定員　10 人（先着順）
対象　おはなしボランティアに関心のある大人の

方なら、どなたでも参加できます
申込　4 月1日㈫ 9:00 より

図書館ウェブサイトにて先行受付
４月８日㈫ 10:30 より
中央図書館にて受付（電話可）

大人のための世界遺産講座
世界遺産登録ep.０（エピソード・ゼロ）

～ KOFUN WARS ～
日時　3 月 30 日㈰14:00 ～16:00
場所　LIC はびきの ３階 視聴覚室
対象・定員
　　　大人  先着 50 名

※世界遺産に興味のあるお子様
も参加できます

申込　中央図書館に来館・電話または
図書館ウェブサイトからお申し込
みください
2 月28 日㈮より、どなたでも申し
込み可（それ以前は図書館利用
カードをお持ちの方のみ受付）
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羽曳野市立図書館ウェブサイト
各イベントの詳細・Logoフォーム
からの申し込みはこちらから
どうぞ

館内整理日のお知らせ　3 月 26 日㈬
毎月最終水曜日（12 月を除く）は館内
整理日のため、市内の図書館は全館休館
となります。
図書の返却はブックポストにお願いします。

（CD・DVD などや、他自治体からの借用
図書はポストには入れないでください）


